
 

 
 

 
平成２３年２月２日 

各     位 
大阪市中央区淡路町三丁目 6 番 3 号  
ステラケミファ株式会社 

代表取締役会長兼社長 深 田 純 子 
（コード番号 4109 東１、大１） 

（問合せ先）取締役執行役員総務部長 高野 順 
T E L  0 6 - 4 7 0 7 - 1 5 1 1 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 7 月 30 日に公表しました平成 23 年 3 月期の業績予想を下記の

とおり、修正いたしましたのでお知らせします。 

 
記 

1．業績予想修正の内容 
連結業績予想数値の修正 
平成 23 年 3 月期 （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期 
純利益 

1 株あたり 
当期純利益 

前回発表予想 (A) 27,225 2,232 2,344 1,606 130 円 57 銭 

今回修正予想 (B) 27,744 3,276 2,996 1,788 145 円 37 銭 

増 減 額 (B－A) 519 1,044 652 182 － 

増 減 率(％) 1.9 46.8 27.8 11.3 － 

（ご参考）前年同期実績 23,572 2,550 2,570 2,291 186 円 32 銭 

 
個別業績予想数値の修正 

平成 23 年 3 月期 （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期 
純利益 

1 株あたり 
当期純利益 

前回発表予想 (A) 20,780 1,599 1,797 1,241 100 円 89 銭 

今回修正予想 (B) 21,311 2,621 2,670 1,736 141 円 12 銭 

増 減 額 (B－A) 531 1,022 873 495 － 

増 減 率(％) 2.6 63.9 48.6 39.9 － 

（ご参考）前年同期実績 18,210 1,484 1,431 1,491 121 円 23 銭 



 

 
 
 
 
2．修正の理由 

当社の主力事業である半導体関連製品の出荷量が輸出を中心に伸びていることに加え、その出荷増

を背景に稼働率が高水準で推移していることを踏まえ、販売増加や高稼働率による原価率低下等の影

響を反映させた結果、連結および個別の業績が前回公表の予想値（平成 22 年 7 月 30 日発表）を上回

る見通しとなりました。 

 

【見通しに関する留意事項】 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 
 

以 上 


